
　　　　

R6 年 10 月 5 日

10 時 00 分から 17 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念

障害のある方やご家族が地域の中でより豊かに過ごせることを目指し、障害のある方が自分らしく充実した生活を送るための支援や、そのご家族もともに生きていくための支援を行うこと
を目的とする。
　①障害のある方の生活がより豊かになるような、支えとなるよう心がけます。
　②様々な地域や社会資源と連携し、孤立しないようにします。
　③支援の基盤は人です。誠実・謙虚・臨機応変で接することを心がけます。

事業所名 放課後等児童デイサービスまたね 作成日支援プログラム

・当日の日付・曜日・スケジュールを視覚でわかるように掲示し、概念の習得を図ります。
・タイマーや時計を用いて、活動の切りかえを視覚と聴覚にて促します。
・音楽遊びを取り入れ、聴覚や感覚を活用する発達を促します。

・簡単なあいさつや会話など、円滑なコミュニケーションを行う事ができるよう支援します。
・良かったことや楽しかったことを発表する場面を提供し、話す・聞く力を養います。

・一人遊びや他者遊びの活動を通し、自己理解・他者理解を養います。
・地域の事業所や福祉喫茶などへ社会見学へ行き、ルールやマナーに関する知識を養います。

支援方針

「またね」の「種・たね」とは、「いつか芽が出て花が咲く」今は一人で出来なくても、「出来たね」「頑張ったね」という「種・たね」をたくさんの人と共有し自信につなげ、出来るよ
うになることを増やせたら。そしてその「たね」をいつか誰かに渡せる人になれたらというコンセプトの元、ご利用者さんの小さな思いや願いを大切に支援していきます。　　　また強度
行動障害加算事業所として、障害の重い方を積極的に受け入れます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・お誕生日会・新入生歓迎会・プラネタリウム・避難訓練・消火訓練・通報訓練・他事業所との交流会・ハロウィンイベント・クリスマス会・初詣・豆まき・バレンタイン・卒所式
・卒業遠足・ミニ遠足(動物園)・ぱれっと祭り・紙芝居(ボランティア)・埼玉りそな銀行様による金融教育ほか

（別添資料１）

家族支援

・ご家庭内での困りごとがある場合には、家庭訪問等で環境調整などの支援を行
います。
・相談支援事業所、市役所、児童相談所、福祉事務所などと連携し、ご利用者さ
んやご家族に必要なサービスを考えつなげています。　　　　　　　　　　・保
護者会を年1回開催し、意見交換や交流、学習の場とします。

移行支援

・日頃から学校公開や運動会などのイベント参観、学校との連携を通し、
施設以外のご利用者さんの様子も把握した上で、どの環境でも適切な支援
が受けられ、地域の中で安心して日常生活を送ることを目指しながら移行
について支援します。

地域支援・地域連携

・関係機関とそれぞれで得た情報を常に共有していきます。
・必要に応じて支援会議へも積極的に参加していきます。　　　　　　　　　・
紙芝居サークルや個人の地域ボランティアを積極的に受入れます。　　　　・他
デイサービスと年2回交流会を開催します。　　　　　　　　　　　　　・社会
福祉協議会のイベントに参加します。

職員の質の向上

『所外研修/1職員に付き年1回研修』・強度行動障害支援者養成研修・発
達障害の基礎理解研修・ハラスメント防止研修・感情マネジメント研修・
クレーム対応研修など。
『所内研修/職員全員参加』・虐待防止研修・身体拘束適正化研修・BCP研
修・意思決定支援研修・感染予防研修など。

支　援　内　容

・毎日の検温・手洗い・うがいを実施し、学校等とも連携し、一人ひとり健康状態やその日の状況などを確認しながら支援します。
・一人ひとりの障害特性に合わせて空間を構造化しております。
・調理実習やおやつ作りなどの食育にも力を入れています。

・様々なツールを用いて微細運動・粗大運動の両方を支援できる環境を整えております。
・訓練室・公園・交流センターにて運動療育をおこない、筋力の維持・強化を図ります。
・粘土・スライムなどの活動を通し、物質の変化と感覚の認知形成を行います。
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